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ジェネリック医薬品使用割合に関する参考資料①

【熊本支部の使用割合の特徴】（平成31年2月診療分）

• 医科・DPC・歯科・調剤レセプトを集計した使用割合は77.8%で、全国順位は１３位

• 調剤レセプトを集計した使用割合は、80.5%で、全国順位は１３位

• 集計に「医科・DPC・歯科」が加わることで、使用割合は2.7%減少する

77.8
80.5

2.7

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

60

65

70

75

80

85

90

沖
縄
(1
)

鹿
児
島
(2
)

岩
手
(3
)

山
形
(5
)

宮
城
(6
)

宮
崎
(4
)

島
根
(9
)

佐
賀
(1
1)

青
森
(1
8)

⾧
崎
(1
7)

⾧
野
(8
)

北
海
道
(1
4)

新
潟
(1
0)

熊
本
(1
3)

鳥
取
(1
2)

秋
田
(1
8)

福
島
(2
4)

山
口
(1
4)

福
岡
(2
6)

富
山
(7
)

静
岡
(2
2)

滋
賀
(2
8)

石
川
(1
6)

千
葉
(2
9)

群
馬
(2
1)

埼
玉
(3
1)

福
井
(1
8)

大
分
(3
4)

兵
庫
(3
3)

三
重
(2
4)

神
奈
川
(3
9)

栃
木
(2
3)

愛
知
(2
6)

茨
城
(3
6)

東
京
(4
0)

岡
山
(2
9)

広
島
(3
8)

岐
阜
(3
4)

大
阪
(4
3)

愛
媛
(3
2)

京
都
(4
1)

香
川
(4
4)

和
歌
山
(4
2)

山
梨
(4
6)

奈
良
(3
7)

高
知
(4
5)

徳
島
(4
7)

割
合
の
差

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
使
用
割
合

平成31年2月診療分 ジェネリック医薬品使用状況
医科・DPC・歯科・調剤レセ 調剤レセ 差

※支部名の（）の数字は、調剤レセプトについて集計した場合の順位
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ジェネリック医薬品使用割合に関する参考資料②

●熊本支部の傾向（平成30年4月診療分レセプト・ジェネリックカルテより）

 入院時と外来時においての使用割合の差が大きい
（院内処方による使用割合は67.8%。入院に係る使用割合は80%を超えている一方で、外来時の院内処方の使用割合は67%）、

 院内処方率は28.3%（全国平均23.0%）で、医薬分業が全国と比較して進んでいない
（院外処方率として、医薬品処方数量に基づいて算出。（院外処方医薬品数量）/（院内処方医薬品数量＋院外処方医薬品数量））

 病院の一般名処方率は、診療所の一般名処方率よりも低く、差が大きい
（診療所の一般名処方率が59.5%に対し、病院の一般名処方率は33.5%）

 全国と比較して、ジェネリック医薬品を拒否する加入者が多い※
（調剤レセプトの加入者の都合で後発品を調剤しなかったコメントレコードのあるレセプト数）/（一般名処方加算が存在する医科レセプトに、支部、記号、番号、性別、
生年月日がヒモ付く調剤レセプト数）

 公費対象者ジェネリックの使用割合が低い（65.6%）
（国公費の記載のあるレセプトを集計対象。（地方単独公費のみのレセプトは集計対象外））
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